
災害時のボランティア活動は、被災地の復興
支援に重要な役割を果たしています。半田市で
も、“半田災害支援ボランティアコーディネータ
ーの会”“社会福祉協議会”“行政”の３者協働によ
り、大規模災害に備えたボランティア受け入れ
体制の整備に取り組んでいます。
６月１１日（月）には、半田赤レンガ建物敷地内
で、災害時のボランティア活動の拠点となる「災
害ボランティアセンター」の立ち上げ訓練を行
い、関係者４０人が参加しました。
この訓練は、昨年１１月に半田赤レンガ建物と
日本福祉大学半田キャンパスが災害ボランティ
アセンター設置候補地として指定されたことを
受け、初めて行ったものです。テントの設営場所

を検証するなど、みんなで協力しながらセンター運営に
必要な一連の流れを確認しました。訓練終了後のふりか
えりでは、円滑な運営に向けた改善点などについて活発
な意見交換がされました。
いつ起きてもおかしくないと言われている南海トラフ
地震に備えて、平時から市民活動団体や関係機関と連携・
協力して、災害ボランティアセンターの運営が円滑にで
きるよう引き続き取り組んでいきます。

大規模災害に備えた
ボランティア受け入れ体制の整備に取り組んでいます！
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今回の大作戦でいっしょに取り組んだみなさん

半田市では「みんなでいっしょに大作戦」を合言葉に、市民のみなさんと力を合わせて、
より住みやすいまちにしていくことを目指しています。
このコーナーでは、さまざまな取り組みをされている市民のみなさんの顔とともに、
その取り組みの様子をお届けします。

・半田災害支援
　ボランティアコーディネーターの会（ＶＣの会）
・半田市社会福祉協議会
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はんだまちづくりひろばマスコットキャラクター ぶーやん

・参加したいけど迷っている　
・お手玉をつくりたい　　　　
・お手玉のあそび方を知りたい
・お手玉を借りたい　

はんだまちづくりひろばプレゼンツ！

　伝統的な子どもの遊び「お手玉」を通じて、世代
を超えた交流をしませんか。お手玉あそびに競技
性を加え、オリジナルソングに合わせて団体戦・個
人戦で楽しみます。
日　　時　9月1７日（祝）
　　　　　９時３０分～1２時３０分（受付開始９時～）
場　　所　市民交流センター（クラシティ３階）
対　　象　どなたでも
参 加 費　無料

申 込 み
◇個人戦…先着５０名（定員に満たない場合は、
　　　　　当日受付あり）
◇団体戦…先着１６チーム、1組5名
チーム名、代表者名、連絡先、参加者名を
“はんだまちづくりひろば”まで電話または窓口
でお伝えください。
募集締切　8月31日（金）
そ の 他　けん玉あそび、呈茶、か

えっこバザール、オリジ
ナル缶バッチ作り（直径
５５ｍｍ）のコーナーも
あります。（一部有料）

※お持ちいただいた写真で缶バッチを作ることもできます。
問合わせ　はんだまちづくりひろば　32-3440　 

第３回
お手玉あそび大会お手玉あそび大会
参 加 者 募 集 ！

こんなときは、まちひろへ！


